
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

改

正

後

改

正

前

（
再
商
品
化
実
施
者
の
基
準
）

（
再
商
品
化
実
施
者
の
基
準
）

第
十
二
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
主
務
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り

と
す
る
。

第
十
二
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
主
務
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り

と
す
る
。

一

特
定
容
器
利
用
事
業
者
、
特
定
容
器
製
造
等

事
業
者
又
は
特
定
包
装
利
用
事
業
者
が
再
商
品

化
に
必
要
な
行
為
を
自
ら
実
施
し
よ
う
と
す
る

場
合

自
ら
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

特
定
容
器
利
用
事
業
者
、
特
定
容
器
製
造
等

事
業
者
又
は
特
定
包
装
利
用
事
業
者
が
再
商
品

化
に
必
要
な
行
為
を
自
ら
実
施
し
よ
う
と
す
る

場
合

自
ら
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
再
商
品
化
の

業
務
を
適
切
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認

知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
者
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決

定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

イ

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は

破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

ロ
〜
チ

（
略
）

ロ
〜
チ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
九
条
第
二
号
イ

の
主
務
省
令
で
定
め
る
者
）

第
二
十
八
条
の
二

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及

び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
十
一
号
）
第
九
条
第
二

号
イ
の
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能

の
障
害
に
よ
り
分
別
基
準
適
合
物
の
再
商
品
化
の

業
務
を
適
切
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、

判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
者
と
す
る
。

（
新
規
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第

八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

文
部
科
学
省
関
係
の
行
政
手
続
等
に
関

し
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
条
か
ら
第
九
条

ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を

使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用

す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
他
の

法
令
、
条
例
、
地
方
公
共
団
体
の
規
則
並
び
に
地

方
公
共
団
体
の
機
関
の
定
め
る
規
則
及
び
規
程
に

特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
省

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
一
条

行
政
機
関
等
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
さ

れ
、
又
は
行
政
機
関
等
が
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

文
部
科
学
省
関
係
の
行
政
手
続
等
に
関
し
、
行
政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で

の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
又
は
電

磁
的
記
録
を
使
用
し
て
行
わ
せ
、
又
は
行
う
場
合

に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令
、
条
例
、
地
方
公
共
団

体
の
規
則
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
定
め

る
規
則
及
び
規
程
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を

除
く
ほ
か
、こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

文
部
科
学
省
関
係
の
行
政
手
続
等
（
法
第
六
条

か
ら
第
九
条
ま
で
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除

く
。）に
関
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法

に
よ
り
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令
、
条

例
、
地
方
公
共
団
体
の
規
則
並
び
に
地
方
公
共
団

体
の
機
関
の
定
め
る
規
則
及
び
規
程
に
特
別
の
定

め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
法
及
び
こ
の
省
令

の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

行
政
機
関
等
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
又

は
行
政
機
関
等
が
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
文
部
科

学
省
関
係
の
行
政
手
続
等
（
法
第
三
条
か
ら
第
六

条
ま
で
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。）に
関

し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
又
は
電
磁
的
記
録
を
使

用
し
て
行
わ
せ
、
又
は
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、

他
の
法
令
、
条
例
、
地
方
公
共
団
体
の
規
則
並
び

に
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
定
め
る
規
則
及
び
規

程
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
法

及
び
こ
の
省
令
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
申
請
等
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
）

第
三
条

法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令

で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
は
、
行
政
機
関
等

の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
申
請
等
を
す
る
者

の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
行
政
機
関

等
が
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
を

電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織

を
い
う
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
文
部
科
学
省
令
第
二
十
七
号

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効

率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
関
係

省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

竹
本

一

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及

び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
文
部
科
学
省
関
係
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

文
部
科
学
省
関
係
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部

科
学
省
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て

い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て

い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。


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